
天井高 必要最低限の天井高さを示す。単位：ｍ、適宜－自由提案、直天井－直仕上げ（天井仕上げなし）

二重床高 凡例： １００－高さ１００以上、５００－高さ５００以上

適宜－自由提案、無－二重床不要

床荷重 凡例は、【添付資料4-2-5】「建築：床荷重凡例表」による。

外壁窓 凡例： 有－採光の確保のため窓が必要、無－採光の窓は不要、適宜－自由提案

カーテン等 凡例： ブ：ブラインド、カ：カーテン、レ：レースカーテン、暗：暗幕の有無

※外壁窓が適宜となっている場合、上記はカッコ書きで記載

添付資料4-2-5 建築：各室性能表凡例

地震時の床上の
応答加速度低減

床応答加速度の低減を要求する部屋を○及び◎で示す。
・○で示す部屋については、極めて稀に発生する地震動に対して
水平方向の最大応答加速度2,500㎜/s2以下とする。

・◎で示す部屋については、極めて稀に発生する地震動に対して
水平・上下方向とも、最大応答加速度を2,500㎜/s2以下とする。
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